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会 議 録 

会議の名称 
令和７年度埼玉中部環境保全組合新たなごみ処理施設等地元 

協議会総会・第１回地元協議会 

開催日時 令和７年４月２６日（木）１８時００分 ～ １９時３０分 

開催場所 鴻巣市笠原公民館 講座室Ａ・Ｂ 

委員出席者  １９名 

委員欠席者   ７名 

組合出席者 
藤倉事務局長、宮澤建設推進課長、田村副参事、原田課長補佐、

吉永係長、本間主査 

会議内容 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 総会 

４ 第１回新たなごみ処理施設等地元協議会議題 

（１）施設周辺の調査結果について 

５ その他 

６ 閉会 

会議資料 

・総会資料 

・新たなごみ処理施設周辺調査結果の概要 

・参考資料① 利根川水系中川・綾瀬川ブロック河川整備計画 

発言者 内 容 

事務局 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

１ 開会 

 
２ 会長あいさつ 

〈会長からあいさつ〉 

 

３ 総会 

令和６年度事業報告及び令和６年度決算について 

〈事務局より説明〉 
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監査 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

Ａ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

議長 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 〈監査報告〉 

  

令和６年度事業報告及び令和６年度決算について質疑等  

ございますか。 

〈質疑なし〉 

 

令和７年度事業計画(案)及び令和７年度予算(案)について 

〈事務局より説明〉 

 

令和７年度事業計画(案）及び令和７年度予算(案) 

について質疑等ございますか。 

 

  今年度の視察研修先は検討中とのことだが、現時点でどのよ

うな視察先を想定しているのか。 

 

  令和７年２月に新たなごみ処理施設等整備計画が策定され

整備される施設や規模の方向性が示されたことから、本施設と

似通ったごみ処理施設等を視察先とすることを想定していま

す。 

 

他にないようですので、令和７年度事業計画（案）及び令和

７年度予算（案）につきまして事務局案のとおりとします。 

以上で総会を終了とし、引き続き、第１回地元協議会を行い

ます。 

 

４ 第１回新たなごみ処理施設等地元協議会議題 

（１）施設周辺の調査結果について〈新日本設計より説明〉 

 

施設周辺の調査結果について質疑等ございますか。 
 

  ５.８haの建設予定地の区域の降雨については堰き止めてお

けるとのことだが、現状では、その他の区域に降った雨も溜ま

っていた。ところが盛土をすることでその他の区域からくる水

が建設予定地には溜まらなくなるので、付近の農地に溜まって

しまうのではないか。宮殿落悪水路へ放流されているとのこと

だが、野通川の水位が上昇してしまえば宮殿落悪水路からも放

流できなくなるため、盛土することによって湛水の状況が悪化

してしまうのではないか。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

議長 

 

 

議長 

 

 

 

断言することは非常に難しい話となるが、コンサルの立場か

ら申し上げると、台風等で河川の逆流が起こるような想定を超

える降雨の際は、もともとの堆積分に相当する水が、5.8ヘク

タールに降った水の量で賄えるのであれば、ごみ処理施設に計

画されている調整地は、1万トン以上の貯留量があるので、流

出量の収支からすると、現状より悪化しないということが言え

る。しかし、これを超えるような降雨の状況であれば、周りの

区域に、若干水が周囲に行き渡ってしまう可能性は否定できな

い。 

 

埼玉県の野通川の河川整備計画では、３ヶ所の調整池の整備

等があるとのことで、計画の詳細や進捗状況について興味があ

る。やはり水に浸かってしまうと収穫できなくなってしまうこ

とから湛水についてはこの地域で耕作している皆さんにとっ

て一番関心の高いことだと思われるので、できる限り湛水を抑

えるために今後どのような対策を講じていくのかコンサルの

協力をもらいながら最大限検討してもらいたい。 

 

埼玉県の河川整備計画の計画期間が３０年とのことだが、随

分長いのではないか。 

 

埼玉県の計画に対して本組合が直接何かを行うことは困難

であるが、要望活動はしっかり行っていくことが重要と考え

る。また、埼玉県の計画にある３ヶ所の調整池については上流

と下流の２カ所で一定の取り組みがされていると聞いている。

将来的には、県の事業を念頭に組合では何が出来るのか、皆様

と話し合っていきたい。 

 

調節池の役割は重要であるので早期に整備が行われるよう

に要望していくために我々も協力していきたい。 

 

他に質疑等ございますか。 

〈質疑なし〉 

 

他に無いようですので、（１）施設周辺の調査結果について

は、以上とします。 

  これで本日の議題を終了しましたので議長の座を降ろさせ

ていただきます。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

５ その他 

・報告事項 

 

 事務局から報告させていただきます。 

１点目ですが、地元協議会の任期は令和５年８月１日から令

和７年７月３１日までとなっていますので、事業計画でご説明

しましたように任期満了までにあと２回の会議の開催を予定

しています。 

２点目ですが、参考資料として中部環境センターの特別号を

配布していますので後ほどご覧ください。 

  

 ６ 閉会 

〈副会長から閉会のあいさつ〉 

 
 


	１　 開会
	施設周辺の調査結果について質疑等ございますか。


